
1 
 

 

准学校心理士資格認定要項（ 2025 年度版）  

 

 

（１）「准学校心理士」とは  

  「准学校心理士」は「学校心理士」資格に次ぐ資格である。専門的実務経験等を満た

し「学校心理士」となっていくことが期待される。  
 

 

（２）基礎資格  

  Ａタイプ（学校教員免許・保育士資格保持者類型）：  
１条校（学校教育法）の教員免許または保育士資格を取得（見込み）し，大学・短

期大学等を卒業するもの（見込み）を対象に准学校心理士の資格を認定する。  
  Ｂタイプ（相談支援機関専門職類型）：  

   文部科学省及び厚生労働省が確認する公認心理師資格カリキュラム対応大学を卒 

業するもの（見込み）を対象に准学校心理士の資格を認定する。  

 

 

（３）資格取得要件等  

①申請時に，加盟校認定を受けている大学・短期大学・保育等専門学校等に在学し

ており，申請年度に卒業を予定している（科目等履修生や卒業見込みでない学生

の申請は認めない。また，既に卒業している学生の申請も認めない）。 

但し，９月卒業の場合においても，３月卒業予定者と同時期の申請とする。 

 

②Ａタイプ： 

在学時に本機構が認定する「教育心理学」「発達心理学」「教育相談（幼児理解

や保育相談支援等の関連科目）」「特別支援教育（障害児保育等の関連科目）」

の内，３領域（科目）６単位以上を修得し，本機構の書類審査に合格したものに

准学校心理士の資格を認定する。 

なお，本機構が認定する「教育心理学」「発達心理学」「教育相談（幼児理解や

保育相談支援等の関連科目）」「特別支援教育（障害児保育等の関連科目）」の

授業とは，当該の大学，短期大学，保育等専門学校からシラバス等を送付してい

ただき，科目適合性審査申請を行い，准学校心理士認定授業科目を基準に適合判

定を受けたものをいう。 

 

Ｂタイプ： 

文部科学省及び厚生労働省が公認心理師資格対応と確認している「教育・学校心

理学」「発達心理学」「障害者・障害児心理学」「福祉心理学」「心理的アセス

メント」「心理学的支援法」の６科目１２単位を修得し，本機構の書類審査に合

格したものに准学校心理士の資格を認定する。 

 

③資格審査は，「学校心理士認定運営機構准学校心理士資格認定委員会」が行う。 

 

（４）資格有効期間  

  准学校心理士の資格有効期間は３年間とする。  
  注）9 月卒業の場合：資格取得日は卒業年の翌年度４月１日とする。  
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（５）研修会受講可能（ポイント取得可能）期間 

  資格取得から６年間（資格有効期間を終了してもその後３年間）は，学校心理士認定

運営機構や日本学校心理士会（支部研修含む）等の主催する研修会を受講することが

でき，そこで得られたポイントは累積加算できる。  
 
 
（６）資格有効期間更新 

  将来において，学校心理士資格を取得する意思のある場合のみ，１回に限り准学校心  

理士の資格更新ができ，資格有効期間が３年間延長される。資格更新した場合は，学 

校心理士資格申請期間も３年間延長される。 

なお，学校心理士資格を取得する希望がない場合は，更新できない。 

 

 

（７）学校心理士受験資格付与  

  准学校心理士の資格を有する者が以下の①，②の条件を満たした場合には学校心理士

受験資格を与える。学校心理士資格認定申請（「准→士」類型）は，准学校心理士資

格取得から３年〜６年目までとする。  
  ≪例≫2025 年度に准学校心理士資格を取得した場合  

准学校心理士  
資格有効期間  

研修会受講可能期間

（ポイント取得可能期間）  
准→士類型申請可能期間  

（見込申請含む）  
2026 年４月１日  

～ 2029 年３月 31 日  

2026 年４月１日  

～ 2032 年３月 31 日  

・ 2028 年度試験 (2028 年５月～６月申請 ) 

・ 2029 年度試験 (2029 年５月～６月申請 ) 

・ 2030 年度試験 (2030 年５月～６月申請 ) 

・ 2031 年度試験 (2031 年５月～６月申請 ) 

 
①  １条校（学校教育法），幼稚園・保育所（園）等の保育施設，教育センター，教育  

相談所，あるいは児童相談所・児童センター・療育センター・保健センター，養護  
施設，放課後等デイサービスなどの専門機関で教員・職員・相談員・支援員などで， 
３年以上の専門的な実務経験＊を有すること（申請年度３月末に実務経験が３年と  
なる者は「見込」で申請可）。  
 

 
 
 

 
 
 
 

 
②  准学校心理士として学校心理士認定運営機構や日本学校心理士会（支部研修も含

む）等が主催・認定した研修会（種別Ａ･Ｂ）を受講し，４年制大学の場合はＡを

最低１ポイント以上含む５ポイント以上を，短期大学や保育等専門学校の場合は

Ａを最低１ポイント以上含む 10 ポイント以上を取得すること。必要なポイント数

は，准学校心理士資格を取得した加盟校が基準となる。なお，大会参加時に取得で

きる「Ｉポイント」はポイント数には加算できない。研修会の受講は 2032 年３月

31 日まで可能だが，学校心理士資格申請時には，上記ポイントを必ず取得してい

なければならない（ポイント取得見込みでの申請はできない）。 

※研修会の詳細は，本機構ホームページの「研修会情報」を参照。 

*学校心理学に関する専門的実務経験の年数に関して  

  常勤・非常勤を問わず，週３日以上勤務し，１年間専門的実務経験を行った場

合に，１年間の専門的実務経験とみなす。  また，週２日の勤務の場合には，２

年間の専門的実務経験をもって１年間の専門的実務経験とみなす。この年数の算

出にあたっては，半日勤務（実働４時間以上）の場合にも，一日の勤務とみな

す。  
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（８）諸経費  

申請者一人あたり 15,000 円とし，申請者個人が負担する。経費の内訳は以下のとお

りとなる。 

項目 金額 納付時期 

審査事務手数料 3,000 円（税込） 資格申請時：７～8 月 

登録事務手数料 3,000 円（不課税） 
審査合格後：10～11 月 

年会費（３年間分） 9,000 円（不課税） 

合計 15,000 円  

上記経費はいずれも，申請者数分の金額を，加盟校担当者が本機構に一括して払い込

む。振込手数料は加盟校において負担する。  
（注）大学・短期大学等の加盟校申請ならびに登録料，科目適合性審査に関する費用は  

不要。  
 
 

（９）公告等  

「学校心理士資格」連絡協議会などで公告する。大学・短期大学・保育等専門学校等  
に案内書・ポスターを送付し，学校からの要請に応じて説明を行う。  
2018 年度（Ｂタイプは 2020 年度）から資格認定事業開始。加盟校登録のためのシラ  
バス審査を実施。 

 

 

（10）経過措置  

① 2 0 1 8 年 度 か ら 本 事 業 が 始 ま り ，2 0 1 9 年 3 月 に 最 初 の 准 学 校 心 理 士 が 誕 生  

し た 。ま た ，Ｂ タ イ プ の 申 請 を 新 た に 2 0 2 0 年 度 か ら 開 始 し た 。新 た に 加  

盟 校 申 請 を 行 う 大 学 ・ 短 期 大 学 等 に 対 し て ， 経 過 的 に 以 下 の 特 例 を 設 け  

た 。  

 基 本 的 に は 加 盟 校 申 請 を 行 う 年 度 に 開 講 す る 授 業 科 目 の シ ラ バ ス の 科 目  

適 合 審 査 の み 行 う が ， 当 面 の 間 ， 加 盟 校 申 請 を 行 う 年 度 よ り も 以 前 に 開  

設 ・ 開 講 さ れ た 授 業 科 目 （ 過 去 ３ 年 以 内 の 科 目 ） に つ い て も ， 遡 り 適 合  

審 査 を 行 う 。 こ の 場 合 ， 加 盟 校 申 請 を 行 う 年 度 に 開 講 す る 授 業 科 目 と ほ  

ぼ 同 一 内 容 で あ る こ と が 望 ま し い 。  

② 既 に １ 条 校 （ 学 校 教 育 法 ） の 教 員 免 許 ま た は 保 育 士 資 格 を 有 す る 者 は ， 編  

入 学 等 で 上 記 （ ３ ） の ① の 要 件 を 満 た す 場 合 は 准 学 校 心 理 士 の 資 格 を 認 定  

す る 。  

③ 上 記 （ ７ ） の ① の う ち 「 保 育 所 （ 園 ） 等 の 保 育 施 設 」 と は ， 全 国 保 育 士 養  

 成 協 議 会 が 「 筆 記 試 験 合 格 科 目 に お け る 合 格 科 目 免 除 期 間 延 長 制 度 に つ い  

て 」 で 定 め て い る 対 象 施 設 と す る 。 具 体 的 内 容 は 下 記 U RL 参 照 。  

https://www.hoyokyo.or.jp/exam/qa/exemption.html 

 

 
（11）その他 

① 資 格 審 査 に 合 格 し た 者 に は ，資 格 認 定 証 や I D カ ー ド の 作 成 な ど の た め  
に ， 写 真 の 提 出 ， 氏 名 や 住 所 等 の 確 認 を 加 盟 校 を 通 し て 行 う 。  

② 資 格 認 定 証 や I D カ ー ド は ， 加 盟 校 を 通 し て 申 請 者 に 交 付 す る 。 但 し ， 
事 情 に よ り 卒 業 が 延 期 さ れ た 場 合 や 不 可 と な っ た 場 合 ， 教 員 免 許 等 が  
取 得 で き な い 場 合（ A タ イ プ の み ）は ，加 盟 校 の 責 任 に よ っ て ，速 や か  
に 本 機 構 事 務 局 に 資 格 認 定 証 及 び I D カ ー ド を 返 却 す る（ こ の 場 合 ，年  
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会 費 の み を 返 金 す る 。 た だ し ， 振 込 手 数 料 を 差 し 引 い た 額 の 返 金 と な  
る ） 。  

③ 准 学 校 心 理 士 資 格 保 有 者 の 登 録 情 報 （ 氏 名 ・ 登 録 番 号 ・ メ ー ル ア ド レ  
ス・住 所・電 話 番 号 な ど ）は ，学 校 心 理 士 認 定 運 営 機 構・日 本 学 校 心 理  
士 会 の 「 会 員 マ イ ペ ー ジ 」 に 登 録 し 厳 重 に 管 理 （ 会 員 管 理 業 務 は 外 部  
委 託 ） さ れ る 。  
個 人 情 報 が 本 資 格 の 目 的 以 外 に 使 用 さ れ る こ と は な い 。 研 修 会 等 の 案  
内 を 送 付 す る た め に ， 日 本 学 校 心 理 士 会 各 支 部 な ど と 共 有 さ れ る 。  

 
 

 
【お問い合わせ先】 

一般社団法人 学校心理士認定運営機構 

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-32-1 BLISS本郷ビル 3F 

 メールアドレス：jungs@gakkoushinrishi.jp 

電話番号：03-3818-1554（平日：10:00～16:00） 

※なるべくメールにてお問い合わせください。  

 大学等の担当者からのお問い合わせに限ります。  
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